
平
成

1
6
(
2
0
0
4
)
年

新
潟

県
中

越
地

震
に

関
わ

る
震

災
・

応
急

対
応

フ
ロ

ー
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

（
2
0
0
4
.
1
2
.
2
8
.
 
作

成
者

：
瀬

尾
和

大
）

　
　

　
　

　
　

地
震

発
生

　
　

　
　

数
時

間
後

　
　

　
　

　
　

　
　

　
半

日
後

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

１
日

後
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

２
日

後
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 
  

  
  

  
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
１

週
間

後
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

２
週

間
後

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

１
ヶ

月
後

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

２
ヶ

月
後

行
政

対
応

　
国

レ
ベ

ル
首

相
官

邸
の

危
機

管
理

セ
ン

タ
ー

に
官

邸
対

策
質

設
置

政
府

・
与

党
が

続
々

視
察

首
相

激
甚

災
害

指
定

首
相

現
地

視
察

(2
6
日

)
自

民
・
民

主
の

党
首

討
論

で
震

災
対

応
は

予
備

費
で

日
銀

新
潟

，
1
0
月

の
経

済
動

向
積

雪
前

に
住

宅
修

理
を

．両
陛

下
の

被
災

地
訪

問
「
特

別
非

常
災

害
」
の

指
定

被
災

者
の

減
税

検
討

激
甚

災
害

に
指

定
(1

1
/
2
6
)

　
消

防
庁

に
対

策
本

部
設

置
首

相
映

画
祭

出
席

を
優

先
？

政
府

に
非

常
災

害
対

策
本

部
設

置
を

急
ぐ

方
針

と
表

明
被

災
者

生
活

再
建

支
援

法
補

正
予

算
の

編
成

急
ぐ

　
県

内
経

済
へ

の
被

害
は

甚
大

厚
労

省
，

県
に

条
件

を
通

知
「
新

潟
県

大
震

災
復

興
ア

ピ
ー

ル
住

宅
再

建
支

援
制

度
で

自
民

,財
政

支
援

で
「
中

山
間

地
国

交
省

防
災

セ
ン

タ
ー

起
動

，
固

定
カ

メ
ラ

映
像

を
関

係
省

庁
に

配
信

本
部

長
は

村
田

防
災

担
当

相
も

論
議

．
「
よ

く
検

討
し

た
い

」
半

壊
修

理
に

も
救

助
法

を
適

用
個

人
資

産
補

償
で

議
論

継
続

　
大

集
会

」
経

済
・
行

政
関

係
者

で
．

雪
に

よ
る

全
壊

も
被

害
モ

デ
ル

」
を

模
索

救
援

物
資

・
非

常
食

の
数

量
試

算
「
再

建
」
か

「
仮

設
」
か

選
択

肢
提

示
を

「
ど

う
な

る
住

宅
再

建
支

援
」

  
「
阪

神
」
並

み
特

別
立

法
を

，
知

事
政

府
に

要
望

と
認

定
す

る
こ

と
に

．
 自

衛
隊

被
災

地
か

ら
撤

退
(1

2
/
2
1
)

国
交

省
，

住
宅

修
繕

費
を

2
5
0
億

円
と

目
算

小
中

9
2
校

で
授

業
再

開
(1

1
/
4
)　

全
校

で
授

業
再

開
(1

1
/
8
)

県
,被

災
者

雇
用

に
基

金
活

用
　

　
県

が
復

興
５

ヵ
年

計
画

を
策

定
　

県
レ

ベ
ル

県
災

害
対

策
本

部
設

置
県

知
事

陸
上

自
衛

隊
第

1
2
旅

団
(群

馬
)

平
山

知
事

か
ら

泉
田

知
事

へ
(2

5
日

)
県

，
仮

設
住

宅
設

置
へ

着
手

(1
0
/
2
7
)

県
，

応
急

危
険

度
判

定
結

果
の

ま
と

め
県

教
委

「
心

の
傷

」
実

態
調

査
へ

県
に

復
興

本
部

設
置

県
，

土
木

農
業

関
係

の
被

害
を

試
算

学
校

内
の

仮
設

住
宅

仮
設

住
宅

へ
順

次
入

居
開

始
に

災
害

派
遣

を
要

請
(2

1
時

す
ぎ

)
3
9
市

町
村

で
8
2
,0

0
0
人

が
避

難
(県

発
表

)　
　

避
難

者
計

9
7
,7

9
8
人

避
難

1
0
万

人
超

す
　

大
き

な
余

震
で

避
難

者
増

加
　

７
市

町
村

5
9
0
3
軒

の
う

ち
全

小
中

学
生

5
6
,0

0
0
人

が
対

象
県

建
連

,住
宅

修
繕

支
援

本
部

を
設

置
交

流
通

し
視

野
拡

大
  

  
  
全

避
難

所
の

閉
鎖

(1
2
/
2
0
)

長
岡

市
・
小

千
谷

市
・
十

日
町

市
な

ど
自

衛
隊

ヘ
リ

が
山

古
志

村
の

住
民

山
古

志
村

長
，

全
世

帯
6
9
0
戸

の
　

　
「
危

険
」
　

9
1
3
軒

(1
5
.5

%
)

山
古

志
の

小
中

学
校

山
古

志
村

民
仮

設
住

宅
を

青
葉

台
山

古
志

一
部

業
務

再
開

　
県

の
推

計
で

被
害

総
額

３
兆

円
県

,川
口

に
公

営
住

宅
建

設
を

支
援

７
市

町
村

に
災

害
救

助
法

適
用

を
決

定
1
7
0
人

を
ピ

ス
ト

ン
輸

送
(2

5
日

朝
)

　
仮

設
住

宅
を

県
に

申
請

　
　

「
要

注
意

」
1
3
7
3
軒

(2
3
.3

%
)

避
難

先
で

授
業

開
始

の
長

岡
ニ

ュ
ー

タ
ウ

ン
に

建
設

．
長

岡
市

役
所

分
室

で
．

　
知

事
所

信
表

明
，

財
政

よ
り

復
興

を
優

先
に

．
　

仮
設

住
宅

で
の

営
業

認
可

検
討

山
古

志
村

か
ら

電
話

の
第

一
報

が
県

へ
(1

1
:2

0
)

山
古

志
村

2
2
0
0
人

の
脱

出
完

了
県

，
被

災
者

生
活

再
建

支
援

法
を

適
用

  
  

  
  

県
，

現
地

情
報

拠
点

を
拡

充
被

災
ご

み
も

う
限

界
県

が
独

自
支

援
策

上
越

地
域

に
風

評
被

害
小

千
谷

の
清

掃
工

場
一

部
稼

動
(1

1
/
2
9
) 
特

別
立

法
見

送
り

県
災

対
，

阪
神

大
震

災
を

経
験

し
た

兵
庫

県
の

防
災

専
門

家
を

受
入

れ
　

　
　

　
山

古
志

村
民

が
一

時
帰

村
山

古
志

村
郵

便
局

の
A

T
M

　
被

災
世

帯
に

高
1
0
0
万

円
上

越
新

幹
線

と
上

越
が

　
　

　
　

復
興

基
金

3
0
0
0
億

円
決

定
県

が
「
こ

こ
ろ

の
ケ

ア
チ

ー
ム

」
を

被
災

地
に

派
遣

　
　

　
　

　
　

陸
路

と
自

衛
隊

ヘ
リ

で
に

こ
じ

開
け

ら
れ

た
形

跡
．

混
同

さ
れ

キ
ャ

ン
セ

ル
．

小
国

町
,仮

設
入

居
か

修
理

費
か

．
魚

沼
市

長
は

旧
堀

之
内

町
長

に
小

千
谷

市
役

所
の

発
表

(2
3
:1

0
)

被
災

対
策

に
不

備
旅

館
ホ

テ
ル

要
援

護
者

を
受

入
れ

町
村

合
併

が
1
1
/
1
よ

り
避

難
所

移
動

で
混

乱
(十

日
町

市
)

長
岡

・
小

千
谷

合
同

で
就

職
面

接
会

　
 山

古
志

村
職

員
過

労
で

事
故

死
　

市
町

村
レ

ベ
ル

全
世

帯
約

1
1
,0

0
0
戸

で
電

気
・
水

道
・
ガ

ス
・
電

話
停

止
自

治
体

防
災

無
線

使
え

ず
衛

星
携

帯
な

ど
の

活
用

に
よ

り
通

信
は

徐
々

に
回

復
1
5
市

町
村

に
受

入
れ

数
を

割
振

る
．

魚
沼

市
(堀

之
内

町
・
小

出
町

な
ど

)
田

麦
山

小
児

童
が

音
楽

会
(1

1
/
8
)

市
町

村
別

の
仮

設
住

宅
完

成
予

定
発

表
(1

1
/
2
0
)

十
日

町
市

の
避

難
指

示
が

避
難

勧
告

に
社

会
福

祉
施

設
で

も
1
8
3
施

設
で

も
南

魚
沼

市
(六

日
町

・
大

和
町

)
「
は

る
か

な
る

ふ
る

さ
と

田
麦

山
」

川
口

町
で

罹
災

証
明

書
の

交
付

開
始

(1
1
/
2
0
)　

罹
災

判
定

に
不

満
続

出
J
R

長
岡

駅
で

警
察

が
乗

8
9
1
人

受
入

れ
可

能
十

日
町

市
が

避
難

勧
告

解
除

十
二

平
住

民
空

路
で

一
時

帰
宅

川
口

町
,家

屋
解

体
を

全
額

負
担

．
清

掃
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
肺

膿
痬

で
死

亡

応
急

活
動

長
岡

市
で

は
2
4
0
0
人

が
避

難
行

動
長

岡
市

に
緊

急
食

料
到

着
山

古
志

村
な

ど
4
0
集

落
が

道
路

寸
断

で
孤

立
客

1
0
0
0
人

を
避

難
誘

導
損

保
各

社
が

調
査

開
始

新
潟

日
報

の
1
0
0
0
人

ア
ン

ケ
ー

ト
小

千
谷

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
セ

ン
タ

ー
小

千
谷

総
合

病
院

2
1
9
人

無
事

避
難

カ
ビ

吸
い

入
院

５
人

の
中

の
１

人
避

難
所

に
配

布
開

始
(1

0
/
2
4
朝

)
孤

立
集

落
は

5
8
地

区
に

3
8
集

落
7
3
0
人

な
お

孤
立

避
難

勧
告

の
判

断
揺

れ
住

民
混

乱
「
い

ま
一

番
困

っ
て

い
る

こ
と

は
？

」
慣

例
破

り
商

店
街

・
町

工
場

も
支

援
．

の
詳

細
が

ド
キ

ュ
メ

ン
ト

で
紹

介
さ

れ
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
延

べ
５

万
人

イ
ト

ー
ヨ

ー
カ

堂
，

セ
ブ

ン
イ

レ
ブ

ン
救

援
活

動
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
は

現
在

6
7
6
人

　
天

然
ダ

ム
決

壊
警

戒
の

竜
光

で
　

①
風

呂
②

食
事

③
水

④
ト

イ
レ

　
　

精
神

対
話

士
の

活
動

る
．

(1
1
/
1
5
,新

潟
日

報
)

復
興

後
押

し
も

見
え

ぬ
ニ

ー
ズ

ロ
ー

ソ
ン

，
サ

ー
ク

ル
Ｋ

，
イ

オ
ン

も
救

援
活

動
県

共
同

募
金

会
，

義
援

新
潟

日
報

社
・
新

潟
放

送
　

⑤
洗

濯
の

順
．

以
下

，
プ

ラ
イ

バ
シ

ー　
　

「
メ

ン
タ

ル
ケ

ア
協

会
」

小
千

谷
市

,救
援

物
資

受
け

入
れ

一
時

中
止

日
赤

救
護

班
に

感
謝

　
金

募
集

開
始

(1
0
/
2
5
)

義
援

金
受

付
開

始
(2

7
日

)
　

子
供

の
体

調
，

ス
ト

レ
ス

が
続

く
．

長
岡

市
,避

難
所

以
外

で
も

救
援

物
資

配
布

情
報

伝
達

県
警

ヘ
リ

十
二

平
上

空
か

ら
S
O

S
発

見
新

潟
日

報
2
5
日

朝
刊

か
ら

「
生

活
関

連
情

報
」
掲

載
情

報
格

差
を

「
瓦

版
」
で

解
消

川
口

・
小

千
谷

に
情

報
空

白
地

帯
(巡

回
広

報
が

頼
み

)
被

災
地

情
報

地
図

を
ネ

ッ
ト

で
提

供
　

神
戸

新
聞

「
被

災
者

の
我

慢
強

さ
に

び
っ

く
り

」
教

育
テ

レ
ビ

・
F
M

ラ
ジ

オ
で

終
日

「
個

人
安

否
情

報
」

［
避

難
状

況
・
道

路
・
学

校
・
鉄

道
・
バ

ス
・
航

空
・
病

院
・

テ
レ

ビ
の

安
否

情
報

を
　

阪
神

の
経

験
か

ら
小

千
谷

に
博

多
ラ

ー
メ

ン
の

屋
台

震
災

悪
用

犯
罪

の
続

発
長

岡
N

P
O

法
人

と
地

理
院

が
共

同
で

コ
ン

ビ
ニ

・
ス

ー
パ

ー
・
伝

言
サ

ー
ビ

ス
・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
悪

用
し

た
オ

レ
オ

レ
詐

欺
そ

の
後

も
支

援
カ

ン
パ

な
ど

詐
欺

未
遂

続
発

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

ー
F
M

局
が

生
活

情
報

に
頼

み
の

綱
マ

ス
コ

ミ
テ

レ
ビ

・
ラ

ジ
オ

直
後

か
ら

速
報

開
始

新
潟

日
報

朝
刊

(1
0
/
2
4
)

・
電

気
・
ガ

ス
・
電

話
な

ど
の

地
域

別
情

報
］

新
潟

日
報

社
説

：
中

越
地

震
１

週
間

山
古

志
の

犬
猫

を
県

職
員

が
救

援
新

潟
日

報
,報

道
写

真
集

を
出

版
「
国

会
議

員
の

姿
が

見
え

な
い

」
　

被
災

地
で

遅
配

の
お

詫
び

川
口

町
和

南
津

で
も

路
上

ペ
ン

キ
で

Ｓ
Ｏ

Ｓ
「
余

震
怖

く
て

帰
れ

ぬ
」

被
災

者
に

一
段

と
強

力
な

支
援

を
復

興
に

「
新

潟
モ

デ
ル

」
構

築
を

提
案

　
再

建
支

援
法

改
正

案
は

廃
案

に
　

新
潟

日
報

ヘ
リ

で
川

口
町

に
号

外
配

布
配

給
不

足
，

寒
さ

深
刻

疲
労

ピ
ー

ク
，

風
呂

に
入

り
た

い
　

各
地

で
車

内
生

活
続

く
新

潟
日

報
社

説
で

(1
1
/
8
)

　
　

小
千

谷
で

合
同

慰
霊

祭
(1

1
/
2
3
)

　
 被

災
者

心
情

よ
り

党
の

思
惑

？
ラ

イ
フ

ラ
イ

ン
「
忘

れ
ら

れ
た

の
か

」
ガ

ソ
リ

ン
が

足
り

な
い

仮
設

で
の

孤
独

死
防

止
に

決
め

手
な

し
　

ヘ
リ

見
上

げ
住

民
ぼ

う
然

(山
古

志
村

)
コ

ン
ビ

ニ
品

不
足

目
配

り
と

プ
ラ

イ
バ

シ
ー

ど
う

両
立

？
　

電
話

N
T
T
伝

言
ダ

イ
ヤ

ル
開

始
(携

帯
電

話
や

パ
ソ

コ
ン

か
ら

も
)

電
話

，
山

古
志

村
を

除
き

復
旧

(2
6
日

夜
)

「
地

震
の

法
律

相
談

Q
&
A

」
紙

面
に

地
上

デ
ジ

タ
ル

放
送

で
携

帯
電

話
に

避
難

情
報

　
電

気
停

電
(中

越
地

方
3
2
市

町
村

で
約

2
8
万

戸
)

長
岡

市
6
5
0
0
世

帯
復

旧
停

電
 9

5
,0

0
0
戸

停
電

4
4
,0

0
0
戸

７
市

町
村

2
5
,0

0
0
戸

な
お

停
電

(2
6
日

2
1
時

)
　

復
旧

の
目

途
立

た
ず

．
切

れ
た

電
線

に
近

づ
か

な
い

よ
う

に
停

電
8
2
3
0
戸

停
電

7
9
6
0
戸

停
電

2
9
1
0
戸

停
電

2
3
1
0
戸

停
電

2
3
1
0
戸

停
電

2
3
1
0
戸

停
電

1
6
5
0
戸

停
電

1
3
8
0
戸

山
古

志
種

苧
原

の
電

気
復

旧
(1

1
/
1
0
)

　
水

道
妙

見
浄

水
場

が
送

水
停

止
し

長
岡

市
全

域
で

断
水

水
道

停
止

は
4
2
,0

0
0
戸

断
水

1
7
,2

0
4
戸

断
水

1
3
,7

1
4
戸

断
水

5
0
7
6
戸

断
水

3
7
9
5
戸

断
水

1
8
1
9
戸

断
水

1
4
4
0
戸

断
水

(十
日

町
市

9
0
0
0
世

帯
，

栃
尾

市
5
0
0
世

帯
，

柏
崎

市
2
0
0
世

帯
)

　
　

厚
労

省
が

断
水

被
害

調
査

　
ガ

ス
長

岡
市

で
8
5
件

，
三

条
市

で
1
0
件

の
ガ

ス
漏

れ
ガ

ス
停

止
は

5
6
,0

0
0
戸

ガ
ス

停
止

3
3
,5

2
6
戸

ガ
ス

停
止

2
2
,5

3
0
戸

ガ
ス

停
止

1
4
,5

4
0
戸

ガ
ス

停
止

1
0
,6

7
0
戸

ガ
ス

停
止

3
3
5
5
戸

ガ
ス

停
止

7
5
8
戸

北
陸

ガ
ス

(新
潟

市
)に

被
害

な
く
供

給
し

て
い

る
都

市
ガ

ス
復

旧
難

航
止

ま
ら

ぬ
水

の
流

入
交

通
網

被
害

　
道

路
関

越
自

動
車

道
，

越
後

川
口

-
堀

之
内

間
で

多
重

衝
突

事
故

関
越

道
・
北

陸
道

で
部

分
閉

鎖
(長

岡
-
湯

沢
，

柏
崎

-
三

条
)

道
路

・
河

川
の

復
旧

に
北

陸
道

全
面

開
通

(2
6
日

2
2
時

)
関

越
道

通
行

止
め

は
　

　
　

　
関

越
道

が
全

通
(1

1
/
5
)

　
各

地
で

陥
没

・
崩

壊
国

道
2
8
ヵ

所
・
県

道
1
6
ヶ

所
通

行
止

　
建

設
業

協
会

が
支

援
関

越
道

の
不

通
区

間
は

長
岡

－
小

出
間

の
み

に
小

千
谷

市
妙

見
の

旧
国

道
1
7
号

で
大

規
模

土
砂

崩
壊

　
上

り
：
長

岡
－

六
日

町
高

速
バ

ス
新

潟
－

十
日

町
間

が
再

開
　

下
り

：
月

夜
野

－
長

岡
　

関
越

道
経

由
で

東
京

行
き

も
　

鉄
道

上
越

新
幹

線
と

き
3
2
5
号

脱
線

(乗
客

約
1
5
0
人

け
が

な
し

)
国

交
省

に
「
脱

線
検

討
委

員
会

」
設

置
上

越
新

幹
線

の
復

旧
開

始
(1

0
/
2
7
)

上
越

新
幹

線
新

潟
－

燕
三

条
ほ

く
ほ

く
線

全
線

再
開

脱
線

車
両

撤
去

完
了

(1
1
/
1
8
)

上
越

新
幹

線
，

全
線

再
開

(1
2
/
2
8
)

　
　

乗
客

は
車

内
に

(2
1
時

現
在

)
乗

客
1
5
1
人

４
時

間
後

に
線

路
上

を
脱

線
現

場
の

復
旧

に
は

数
週

間
を

要
す

る
見

込
み

　
脱

線
車

両
の

ジ
ャ

ッ
キ

ア
ッ

プ
か

ら
間

で
運

行
再

開
(1

0
/
3
0
)

新
幹

線
復

旧
は

ト
ン

ネ
ル

　
新

幹
線

1
2
/
2
8
全

通
へ

(1
1
/
1
9
)

上
越

線
・
飯

山
線

年
内

全
線

再
開

J
R

在
来

線
は

脱
線

・
け

が
人

な
し

５
キ

ロ
歩

き
２

時
間

後
長

岡
駅

到
着

上
越

新
幹

線
は

東
京

-
新

潟
間

運
休

(1
0
/
2
4
)

新
潟

-
首

都
圏

間
の

代
替

ル
ー

ト
を

全
面

復
旧

は
目

途
立

た
ず

が
大

の
関

門
．

　
ト

ン
ネ

ル
被

害
全

容
判

明
．

信
越

線
3
7
日

ぶ
り

再
開

(1
1
/
2
9
)

J
R

長
岡

駅
で

約
4
0
0
人

が
足

止
め

他
に

大
清

水
ト

ン
ネ

ル
内

・
大

和
町

J
R

在
来

線
(上

越
・
信

越
線

)2
5
7
本

が
運

休
　

本
格

化
．

長
野

経
由

で
５

時
間

半
全

新
幹

線
の

高
架

橋
柱

総
点

検
　

　
　

　
　

ほ
く
ほ

く
線

十
日

町
ト

ン
ネ

ル
上

の
家

屋
傾

く
．

調
査

拒
否

か
ら

調
査

開
始

へ
で

も
乗

客
の

脱
出

避
難

活
動

あ
り

人
的

被
害

死
者

　
８

人
(2

4
日

0
0
:3

0
)

死
者

２
３

人
(2

4
日

2
3
:3

0
)

死
者

２
６

人
(2

5
日

2
3
時

)
死

者
３

１
人

(2
6
日

）
 

死
者

3
2
人

(2
7
日

)
死

者
3
5
人

(2
8
日

)
死

者
３

６
人

(1
1
/
1
)

死
者

３
８

人
(1

1
/
3
)

死
者

３
９

人
(1

1
/
6
)

死
者

４
０

人
(1

1
/
1
1
)

死
者

４
０

人
(1

1
/
2
3
)

死
者

４
０

人
(1

2
/
1
)

不
明

１
５

人
け

が
1
8
0
0
人

超
負

傷
者

約
2
4
0
0
人

不
明

　
３

人
不

明
　

１
人

負
傷

者
2
5
9
9
人

負
傷

者
3
1
7
5
人

負
傷

者
2
4
4
2
人

負
傷

者
2
6
1
6
人

負
傷

者
2
7
5
6
人

負
傷

者
2
8
5
9
人

負
傷

者
2
9
8
8
人

け
が

3
5
0
人

け
が

人
の

搬
送

開
始

死
因

：
家

屋
や

車
庫

の
倒

壊
９

小
出

町
の

母
子

３
人

不
明

負
傷

者
約

2
5
2
3
人

負
傷

者
2
5
6
8
人

避
難

者
9
9
,1

1
1
人

避
難

者
5
9
,6

3
4
人

(う
ち

9
0
0
0
人

は
屋

外
に

)
避

難
者

3
4
,7

4
1
人

避
難

者
1
2
,5

5
1
人

避
難

者
6
5
7
0
人

避
難

者
5
1
3
7
人

建
物

被
害

　
　

　
　

土
砂

災
害

で
家

屋
倒

壊
２

不
明

者
の

車
を

発
見

避
難

者
1
0
3
,1

7
8
人

避
難

者
8
9
,2

4
4
人

車
中

泊
の

２
人

死
亡

車
中

泊
対

策
急

務
に

車
中

泊
の

３
割

強
に

疑
い

た
こ

つ
ぼ

型
心

筋
症

続
発

　
　

災
害

医
学

に
新

た
な

課
題

　
　

　
　

崩
れ

た
外

壁
の

下
敷

き
１

(1
0
/
2
6
)

死
因

：
そ

の
後

の
増

加
は

エ
コ

ノ
ミ

ー
ク

ラ
ス

症
候

群
？

増
え

る
シ

ョ
ッ

ク
・
過

労
死

車
中

泊
死

８
人

目
　

　
  
E
C

症
候

群
と

蛸
壷

型
心

筋
症

　
重

要
施

設
病

院
の

被
害

・
停

電
で

応
急

介
護

が
困

難
に

　
　

　
　

シ
ョ

ッ
ク

死
や

持
病

急
変

６
避

難
生

活
や

後
片

付
け

被
災

住
宅

認
定

調
査

長
岡

高
町

団
地

に
陥

没
集

中
,住

民
は

食
料

求
め

店
に

殺
到

　
　

　
　

入
院

中
呼

吸
チ

ュ
ー

ブ
外

れ
１

の
疲

労
に

よ
る

突
然

死
住

民
に

は
難

解
．

開
発

に
不

信
,業

者
反

論
,県

も
否

定
的

　
一

般
住

宅
住

宅
全

壊
 1

5
6
棟

住
宅

全
壊

 1
5
2
棟

住
宅

全
壊

 3
9
5
棟

住
宅

全
壊

 2
9
8
棟

住
宅

全
壊

 2
9
3
棟

住
宅

全
壊

 3
6
5
棟

住
宅

全
壊

 3
8
8
棟

住
宅

全
壊

 4
2
8
棟

住
宅

全
壊

 8
1
1
棟

住
宅

全
壊

2
5
5
4
棟

住
宅

全
壊

2
6
1
9
棟

　
　

　
半

壊
 2

5
0
棟

　
　

　
半

壊
 2

5
7
棟

　
　

　
半

壊
 4

3
5
棟

　
　

　
半

壊
 3

5
6
棟

　
　

　
半

壊
 3

9
8
棟

　
　

　
半

壊
 6

4
9
棟

　
　

　
半

壊
 7

9
8
棟

　
　

　
半

壊
 9

6
7
棟

　
　

　
半

壊
1
7
9
1
棟

大
規

模
半

壊
4
6
9
棟

大
規

模
半

壊
6
6
0
棟

一
部

損
壊

2
1
7
7
棟

一
部

損
壊

2
3
1
2
棟

一
部

損
壊

3
0
4
5
棟

一
部

損
壊

5
0
1
5
棟

一
部

損
壊

5
3
5
0
棟

一
部

損
壊

7
3
7
5
棟

一
部

損
壊

8
2
9
9
棟

一
部

損
壊

9
4
3
6
棟

一
部

損
壊

1
5
,9

3
1
棟

　
　

　
半

壊
4
6
5
5
棟

　
　

　
半

壊
7
8
7
6
棟

　
産

業
施

設
東

電
柏

崎
刈

羽
原

発
は

運
転

継
続

を
決

定
(核

燃
料

プ
ー

ル
の

水
が

溢
れ

る
)

判
定

遅
れ

撤
去

進
ま

ず
　

「
建

て
替

え
」
か

「
補

修
」
か

一
部

損
壊

5
2
,6

4
9
棟

一
部

損
壊

7
7
,8

3
8
棟

J
R

浅
河

原
調

整
池

の
提

体
に

亀
裂

　
　

余
震

で
工

場
生

産
の

再
開

延
期

原
信

３
店

舗
閉

鎖
を

決
定

（
川

口
の

倒
壊

家
屋

）
　

　
迫

る
降

雪
に

決
断

急
務

　
県

,商
店

街
支

援
へ

調
査

十
日

町
市

北
鐙

坂
地

区
に

避
難

指
示

　
　

デ
パ

ー
ト

も
営

業
再

開
を

延
期

野
池

に
地

割
れ

．
錦

鯉
に

壊
滅

的
被

害
．

中
越

の
ス

キ
ー

場
に

打
撃

　
　

　
キ

ャ
ン

セ
ル

客
3
1
万

人
(県

旅
館

組
合

)
県

,被
災

企
業

に
高

2
億

円
融

資
火

災
火

災
発

生
と

の
情

報
(濁

沢
)

火
災

 1
0
棟

火
災

 1
1
棟

火
災

 1
1
棟

(こ
れ

以
降

統
計

変
わ

ら
ず

)
復

旧
の

め
ど

立
た

ず
休

業
・
営

業
縮

小
養

鯉
業

に
激

甚
指

定
へ

解
雇

5
5
0
人

超
す

長
岡

市
で

蓬
平

な
ど

火
災

８
件

，
三

条
市

で
も

１
件

十
日

町
の

織
物

産
業

で
操

業
開

始
　

国
庫

補
助

率
9
3
%
．

火
災

1
0
件

の
み

「
阪

神
」
が

教
訓

斜
面

崩
壊

土
砂

崩
れ

に
よ

る
生

き
埋

め
多

数
各

地
で

新
た

な
斜

面
崩

壊
が

発
生

山
古

志
５

ヶ
所

に
天

然
ダ

ム
が

発
生

妙
見

土
砂

崩
れ

で
生

還
者

語
る

．
「
天

然
ダ

ム
」
の

呼
称

か
ら

「
土

砂
ダ

ム
」
に

．
ガ

ス
安

全
装

置
が

機
能

妙
見

で
不

明
者

３
人

の
捜

索
開

始
芋

川
流

域
で

土
石

流
発

生
を

懸
念

間
一

髪
生

死
を

分
け

た
．

　
　

　
　

　
「
地

盤
災

害
」
に

も
支

援
を

東
竹

沢
地

区
の

ダ
ム

水
量

は
1
0
/
2
8

「
宅

地
災

害
」
は

支
援

法
の

対
象

外
「
３

人
生

存
」
の

誤
報

・
情

報
混

乱
砂

防
・
地

す
べ

り
技

術
セ

ン
タ

ー
　

　
　

　
芋

川
流

域
で

天
然

ダ
ム

の
排

水
開

始
　

　
1
2
市

町
村

が
県

に
要

請
か

ら
３

倍
に

広
が

っ
て

い
る

(1
1
/
1
3
)

竜
光

で
土

砂
ダ

ム
決

壊
の

避
難

訓
練

水
害

1
0
/
2
6
-
2
7
に

2
0
ミ

リ
前

後
の

雨
を

予
想

(気
象

庁
)

　
　

「
男

児
生

還
・
母

死
亡

」
が

2
8
日

　
土

砂
崩

れ
8
5
0
ヶ

所
を

確
認

川
口

で
土

石
流

騒
ぎ

(竜
光

の
土

石
流

セ
ン

サ
ー

誤
作

動
)

　
土

砂
ダ

ム
は

降
雪

に
備

え
水

抜
き

が
基

本
．

降
雪

始
ま

る
(1

2
/
2
3
)

土
砂

崩
れ

や
亀

裂
の

た
め

少
雨

で
も

要
注

意
　

　
朝

刊
１

面
ト

ッ
プ

に
．

翌
日

女
児

死
亡

確
認

農
水

省
，

農
業

用
ダ

ム
に

浦
柄

地
区

で
民

家
を

壊
し

応
急

水
路

妙
見

で
女

児
の

遺
体

収
容

(1
1
/
7
)

　
国

交
省

「
宅

地
被

害
」
調

査
を

開
始

豪
雪

と
の

闘
い

．
雪

の
２

次
災

害
の

恐
れ

な
し

と
発

表
県

が
買

い
取

り
移

転
補

償
川

口
小

高
住

民
集

団
移

転
を

決
意

．
量

は
雨

1
0
0
0
m

m
分

．
余

震
活

動
本

震
1
7
:5

6
(M

6
.8

, 
大

震
度

：
６

強
)

1
0
/
2
3
 震

度
６

強
　

３
回

1
0
/
2
4
 震

度
６

強
　

０
回

1
0
/
2
5
 震

度
５

強
　

１
回

1
0
/
2
7
 震

度
６

弱
(M

6
.1

)
　

余
震

1
8
:1

2
(

大
震

度
：
６

強
)

　
　

　
　

 震
度

６
弱

　
１

回
　

　
　

　
 震

度
６

弱
　

０
回

　
　

　
　

 震
度

５
弱

　
１

回
　

震
度

６
以

上
は

1
0
/
2
3
以

来
で

５
回

目
本

震
時

の
川

口
は

震
度

７
に

震
度

４
(M

5
.0

)の
余

震
(1

1
/
1
)

震
度

４
(1

1
/
6
)

震
度

５
弱

(1
1
/
1
0
)

県
内

強
風

,被
災

地
大

荒
れ

久
し

ぶ
り

震
度

４
(M

4
.2

)
　

　
余

震
1
8
:3

4
(

大
震

度
：
６

強
)

　
　

　
　

 震
度

５
強

　
４

回
　

　
　

　
 震

度
５

強
　

１
回

阪
神

以
来

，
計

測
で

は
初

　
　

1
1
/
2
も

震
度

４
(M

3
.9

)
震

度
５

強
(M

5
.9

)の
余

震
車

庫
・
テ

ン
ト

吹
き

飛
ぶ

の
余

震
(1

2
/
2
3
)

　
　

　
　

 震
度

５
弱

　
３

回
　

　
　

　
 震

度
５

弱
　

０
回

震
度

５
強

(M
5
.2

)の
余

震
(1

1
/
4
)

震
度

４
も

３
回

(1
1
/
8
)

(1
1
/
2
6
-
2
7
)

ま
た

強
風

で
被

災
地

の
　

　
　

　
 震

度
４

　
 　

９
回

　
　

　
　

 震
度

４
　

 　
４

回
余

震
域

拡
大

の
可

能
性

屋
根

吹
き

飛
ぶ

(1
2
/
5
)

は
低

い
(気

象
庁

見
解

)

専
門

家
の

コ
メ

ン
ト

信
濃

川
断

層
帯

の
隆

起
に

よ
る

(高
浜

新
大

教
授

)
余

震
確

率
提

示
余

震
確

率
の

引
き

上
げ

　
今

後
も

震
度

６
強

の
可

能
性

(気
象

庁
)

2
7
日

の
余

震
は

共
役

断
層

国
交

省
が

山
古

志
周

辺
の

航
空

写
真

を
分

析
．

川
口

-
堀

之
内

に
激

震
被

災
経

験
を

次
代

に
(武

村
氏

長
岡

で
講

演
)

川
口

の
震

度
計

記
録

プ
レ

ー
ト

境
界

の
逆

断
層

が
ず

れ
た

強
い

余
震

の
可

能
性

(気
象

庁
)

震
源

近
く
に

隆
起

確
認

「
小

平
尾

断
層

」
活

動
か

新
た

な
断

層
の

活
動

か
？

に
よ

る
(国

土
地

理
院

)
斜

面
崩

壊
1
6
6
2
ヶ

所
．

百
万

立
米

以
上

の
大

規
ゾ

ー
ン

発
見

(新
潟

大
)

雪
崩

予
防

柵
の

被
害

大
．

冬
期

の
監

視
強

化
公

表
さ

れ
る

．
1
.5

G
超

　
　

(大
竹

予
知

連
会

長
・
島

崎
教

授
)

平
成

1
6
年

新
潟

県
中

越
地

震
と

命
名

(気
象

庁
)

(東
洋

大
・
名

大
合

同
調

査
チ

ー
ム

)
　

　
　

な
ぜ

大
き

な
余

震
が

起
き

る
の

か
？

道
路

被
害

の
半

数
は

盛
り

土
崩

壊
模

崩
壊

・
地

滑
り

は
1
0
ヶ

所
．

半
分

は
芋

川
流

域
．
J
R

上
越

線
で

も
ト

ン
ネ

ル
側

壁
損

傷
呼

び
か

け
(雪

氷
学

会
な

ど
)

1
5
4
c
m

/
s,

 4
0
c
m

超
．

台
風

の
影

響
も

あ
り

が
け

崩
れ

に
要

注
意

加
速

度
「
阪

神
」
上

回
る

(防
災

科
技

研
・
気

象
庁

)
続

く
余

震
は

地
下

構
造

が
原

因
地

理
院

，
芋

川
流

域
で

4
5
ヶ

所
の

天
然

ダ
ム

を
確

認
．

「
雪

泥
流

」
の

危
険

増
大

(雪
氷

災
害

調
査

委
)

関
連

学
会

合
同

報
告

会
大

余
震

は
短

周
期

新
幹

線
橋

脚
の

被
害

が
注

目
さ

れ
る

．
ト

ン
ネ

ル
内

の
被

害
詳

細
の

情
報

な
し

魚
沼

ト
ン

ネ
ル

の
側

壁
崩

壊
は

「
想

定
外

」
「
克

雪
住

宅
」
地

震
に

も
有

効
家

屋
被

害
が

少
な

い
の

は
揺

れ
が

短
周

期
の

た
め

(境
助

教
授

活
動

断
層

４
つ

目
を

確
認

．
新

幹
線

脱
線

に
複

数
説

(調
査

委
)

で
2
.5

G
.(
1
2
/
2
4
)

の
被

害
と

発
表

(J
R

東
日

本
，

1
0
/
2
6
)

　
全

壊
は

わ
ず

か
4
1
軒

「
犯

人
」
断

層
定

ま
ら

ず
．

専
門

家
の

見
方

分
か

れ
る

．
被

災
住

宅
の

雪
対

策
の

た
め

の
補

強
法

(長
岡

技
科

大
)

土
木

学
会

が
報

告
会

を
開

催
予

知
連

の
分

析
：
３

つ
の

断
層

次
々

活
動

．
魚

沼
広

神
の

水
田

に
本

震
断

層
を

確
認

(1
2
/
8
)

　
　

　
　

　
　

地
震

発
生

　
　

　
　

数
時

間
後

　
　

　
　

　
　

　
　

　
半

日
後

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

１
日

後
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

２
日

後
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 
  

  
  

  
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
１

週
間

後
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

２
週

間
後

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

１
ヶ

月
後

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

２
ヶ

月
後


